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（表紙説明）　X線吸収微細構造法（XAFS 法）による元素の原子・分子レベルでの状態分析が、天然で起きている化学反応の解明に役立ち、その結果
が最終的には環境汚染の原因解明とその対策につながることを示した図。ミクロの解明がマクロの理解につながる「分子地球化学」のコン
セプトを表している。図は、水酸化鉄に吸着したヒ酸の構造図（左図）、そのヒ素の EXAFS の動径構造関数（上図）、表層土壌の採取風景の
写真（右図）、地下水ヒ素汚染が見つかっている地域を示したアジアの地図（下図）である。（最近の研究から「X線吸収微細構造法を用いた
ヒ素及びアンチモンの水 - 土壌系での分配挙動に関する研究」より）




